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平
成
28
年
度
予
算
審
査
・
討
論

まちづくりの　将来像の実現にむけて
平成28年度　一般会計予算76億5700万円を可決

反対討論
賛成討論

奥
山
　勝
吉 

議
員

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
地
方
創
生
へ
の
重
点

化
や
行
政
の
効
率
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な

か
、
医
療
費
無
料
の
拡
充

な
ど
子
育
て
支
援
策
は
高

く
評
価
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
複
合
施
設

整
備
事
業
に
お
い
て
は
、

財
源
の
在
り
方
や
町
民
負

担
の
対
応
な
ど
を
説
明

し
、
町
民
の
理
解
と
木
材

利
用
の
推
進
を
先
行
さ
せ

た
上
で
、
使
い
勝
手
が
良

く
高
齢
者
に
や
さ
し
い
建

物
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

地
域
経
済
が
潤
う
施
策

と
住
民
の
要
望
の
実
現
や

安
全
対
策
な
ど
、
急
が
れ

る
施
策
へ
の
予
算
執
行
を

求
め
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成
議
員

：

笹
原
、
小
口
、

小
形
、
田
中
、
山
田
、
奥
山
、

佐
藤
、
菅
原
、
今
野　
各
議
員

樋
口
与
一
朗 

議
員

　

ハ
コ
モ
ノ
行
政
批
判

と
、
町
長
給
与
の
５
割
削

減
で
初
当
選
し
た
町
長
が

今
や
ハ
コ
モ
ノ
行
政
を
推

進
、
給
与
の
削
減
は
１
割

だ
け
。

　

人
口
減
少
は
止
ま
ら

ず
、
自
治
体
間
競
争
は
し

烈
。
今
、
地
域
経
営
シ
ス

テ
ム
の
抜
本
的
な
見
直
し

と
人
口
減
少
を
抑
制
す
る

新
た
な
定
住
条
件
整
備
は

喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
。
東

京
五
輪
開
催
を
控
え
、
材

料
費
、
人
件
費
の
高
騰
も

既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
で
、
新
庁
舎

建
設
な
ど
悠
長
な
こ
と
を

言
っ
て
る
時
で
は
な
い
。

ほ
か
に
や
る
べ
き
こ
と

は
、
い
く
ら
で
も
あ
る
。

町
民
の
声
に
応
え
、
命
を

懸
け
て
反
対
す
る
。

反
対
議
員

：

佐
々
木
、
樋
口
、

石
川
、
関　
各
議
員

一
般
会
計
予
算
に
賛
否
が
分
か
れ
る

町
民
の
福
祉
向
上
と
町
の
更
な
る
発
展
に
向
け

予
算
の
着
実
な
執
行
を
強
く
要
望

ようこそ！新しいおともだち（さくらの保育園）


